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こ
れ
で
未
開
通
区
間
は
、
千

葉
県
の
大
栄
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
松
尾
横

芝
Ｉ
Ｃ
、
神
奈
川
県
の
藤
沢
Ｉ

Ｃ
～
釜
利
谷
Ｊ
Ｃ
Ｔ
と
な
る
。

【
開
通
日
】

平
成
29
年
２
月
26
日
（
日
）

【
開
通
区
間
】

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

（
境
古
河
Ｉ
Ｃ
～
つ
く
ば
中
央

Ｉ
Ｃ
）
／
28
・
５
㎞

地
件
数
が
３
年
連
続
で
全
国
第

１
位
で
あ
り
、
区
画
整
理
事
業

等
の
取
組
も
進
ん
で
お
り
、
更

な
る
企
業
立
地
が
期
待
さ
れ

る
。今

回
の
開
通
に
よ
り
、
圏
央

道
は
神
奈
川
県
の
釜
利
谷
Ｊ
Ｃ

Ｔ
か
ら
千
葉
県
の
木
更
津
Ｊ
Ｃ

Ｔ
ま
で
一
都
四
県
が
結
ば
れ

る
。

通
す
る
。

今
回
の
開
通
に
よ
り
、
成
田

空
港
か
ら
日
光
・
那
須
な
ど
の

観
光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上

し
観
光
周
遊
の
促
進
が
期
待
さ

れ
る
。

さ
ら
に
、
都
心
経
由
に
比

べ
、
渋
滞
の
リ
ス
ク
減
少
、
時

間
短
縮
な
ど
に
よ
り
、
成
田
空

港
か
ら
、
富
岡
製
糸
場
、
川

越
、
秩
父
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
も

向
上
す
る
。
ル
ー
ト
を
圏
央
道

経
由
に
変
更
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
バ
ス
会
社
も
あ
り
、

よ
り
多
く
の
ル
ー
ト
が
選
択
可

能
と
な
る
。

ま
た
、
圏
央
道
（
東
名
高
速

～
東
関
東
道
）
沿
線
に
立
地
す

る
大
型
物
流
施
設
約
１
，
６
０

０
件
に
お
い
て
、
生
産
性
向
上

が
加
速
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
し
て
、
茨
城
県
は
、
工
場
立

国
土
交
通
省
と
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

東
日
本
が
共
同
で
事
業
を
進
め

て
い
る
、
圏
央
道
（
首
都
圏
中

央
連
絡
自
動
車
道
）
境
古
河
Ｉ

Ｃ
～
つ
く
ば
中
央
Ｉ
Ｃ
が
、
平

成
29
年
２
月
26
日
（
日
）
に
開

と
で
す
。

道
路
事
業
関
係
予
算
の
確
保

な
ど
、
道
路
整
備
を
取
り
巻
く

環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
「
地
方
の
創
生
」
を
実
現
さ

せ
る
た
め
に
も
、
道
路
整
備
の

必
要
性
と
長
期
安
定
的
な
道
路

予
算
の
確
保
を
強
く
訴
え
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年

も
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
祈
念
し
ま
し
て
新
年

の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

上
、
交
流
機
会
の
拡
大
、
地
方

活
性
化
と
い
っ
た
社
会
資
本
整

備
の
本
来
の
役
割
で
あ
る
ス
ト

ッ
ク
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
さ

せ
、
地
域
の
発
展
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
通
学
路
や
生
活
道

路
、
自
転
車
通
行
空
間
確
保
等

の
暮
ら
し
の
道
の
安
全
対
策
・

交
通
事
故
対
策
、
人
流
・
物
流

の
生
産
性
の
向
上
の
た
め
の
渋

滞
対
策
、
無
電
柱
化
の
推
進
な

ど
、
利
便
性
・
安
全
性
を
向
上

さ
せ
、
安
全
・
安
心
な
道
路
の

確
保
と
維
持
管
理
に
取
り
組
む

こ
と
も
地
域
と
し
て
必
要
な
こ

よ
り
一
層
推
進
し
て
い
く
事

を
固
く
決
意
い
た
し
ま
し
た
。

加
え
て
、
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク

の
解
消
に
対
し
て
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
「
地
方
の
創
生
」
を

進
め
て
い
く
と
い
う
事
は
、
今

後
ど
の
自
治
体
も
避
け
て
通
れ

な
い
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま

す
。
定
住
す
る
た
め
の
拠
点
を

結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に

よ
り
、
日
常
生
活
や
地
域
の
産

業
活
動
を
支
え
、
渋
滞
の
解

消
、
企
業
、
観
光
客
誘
致
な
ど

が
促
進
さ
れ
、
生
産
性
の
向

最
後
に
本
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

ト
ン
ネ
ル
、
橋
梁
等
の
老
朽
化

が
急
速
に
進
行
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
道
路
構
造
物
の
点
検
・

補
修
・
更
新
な
ど
適
切
な
維
持

管
理
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
通
学
路
等
の
交
通
安

全
対
策
や
物
流
・
人
流
に
よ
る

生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

渋
滞
対
策
、
無
電
柱
化
等
に
よ

る
良
好
な
道
路
環
境
の
整
備
、

高
速
道
路
の
Ｓ
Ａ
、
Ｐ
Ａ
や
道

の
駅
の
整
備
等
に
つ
い
て
も
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。こ

の
よ
う
に
近
畿
地
区
に
お

い
て
も
、
道
路
に
関
す
る
数
多

く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す

が
、
道
路
整
備
を
進
め
る
に

は
、
ま
ず
は
財
源
の
確
保
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
依
然
と
し
て

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
が
当
会
と
し
ま
し
て
も


高
規
格
幹
線
道
路
か
ら
生
活
道

路
に
至
る
道
路
整
備
が
着
実
に

推
進
さ
れ
る
よ
う
、
長
期
的
か

つ
安
定
的
な
道
路
関
係
予
算
の

確
保
を
引
き
続
き
強
く
訴
え
て

い
き
ま
す
の
で
、
関
係
者
の
皆

様
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

道
路
の
寸
断
が
救
助
・
救
援
活

動
や
物
資
の
輸
送
の
障
害
と
な

っ
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
、
幹
線

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
や

橋
梁
の
耐
震
化
の
重
要
性
が
再

認
識
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
今
後
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
な
ど
の
大
規
模
地
震
や
そ

れ
に
よ
る
津
波
の
被
害
が
想
定

さ
れ
て
い
る
近
畿
地
区
に
お
い

て
も
、
強
靭
な
国
土
を
形
成
す

る
た
め
、
こ
う
し
た
防
災
上
不

可
欠
な
道
路
網
の
充
実
・
強
化

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
高
規
格
幹
線
道
路
等

の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消

や
暫
定
２
車
線
区
間
の
４
車
線

化
は
、
国
土
強
靭
化
の
み
な
ら

ず
、
生
産
性
の
向
上
に
よ
る
経

済
成
長
や
国
際
競
争
力
の
強

化
、
地
方
創
生
に
大
き
く
寄
与

し
、
近
畿
地
区
の
再
生
、
ひ
い

て
は
日
本
再
生
に
直
結
す
る
こ

と
か
ら
、
よ
り
一
層
強
力
に
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。さ

ら
に
、
高
度
経
済
成
長
期

に
集
中
的
に
整
備
さ
れ
て
き
た

っ
て
お
り
、
高
規
格
幹
線
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
が
着
々

と
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、

関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
４
月
の
熊

本
地
震
を
は
じ
め
、
10
月
の
鳥

取
県
中
部
地
震
、
11
月
の
福
島

県
沖
、
年
末
の
茨
城
県
北
部
の

地
震
な
ど
、
大
規
模
な
地
震
が

各
地
で
発
生
し
ま
し
た
。
ま

た
、
６
つ
の
台
風
が
上
陸
し
、

８
月
に
観
測
史
上
初
め
て
東
北

地
方
の
太
平
洋
側
に
上
陸
し
た

台
風
10
号
等
は
、
北
海
道
や
東

北
地
方
に
豪
雨
に
よ
る
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
熊
本
地
震
で
は
、

平
成
29
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
、
当
会
議
の
運
営
及

び
諸
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
格

別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す


近
畿
地
区
で
は
、
今
年
春
に

新
名
神
高
速
道
路
「
城
陽
～
八

幡
」
、
京
奈
和
自
動
車
道
「
岩

出
根
来
～
和
歌
山
間
」
、
中
部

縦
貫
自
動
車
道
「
永
平
寺
～
上

志
比
間
」
、
北
近
畿
豊
岡
自
動

車
道
「
八
鹿
氷
ノ
山
～
日
高

間
」
が
開
通
し
ま
す
。
ま
た
、

夏
に
は
京
奈
和
自
動
車
道
「
御

所
南
～
五
條
北
間
」
、
秋
に
は

新
名
神
高
速
道
路
「
高
槻
～
川

西
間
」
が
開
通
す
る
予
定
に
な

施
設
の
計
画
的
な
点
検
を
行

い
、
構
造
物
の
安
全
性
を
徹
底

的
に
診
断
し
、
老
朽
化
に
係
る

必
要
な
措
置
を
実
施
す
る
こ
と

や
、
複
数
年
に
わ
た
る
大
規
模

修
繕
や
更
新
等
、
長
期
安
定
的

な
イ
ン
フ
ラ
の
再
構
築
が
必
要

不
可
欠
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
当
会
議
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
道
路
利
用
者

の
立
場
か
ら
、
活
力
に
あ
ふ

れ
、
安
心
で
き
る
社
会
を
次
の

世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
一
人

一
人
が
道
路
の
現
状
を
認
識

し
、
必
要
な
道
路
整
備
の
着
実

な
実
施
に
向
け
、
関
係
各
位
の

皆
様
と
と
も
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
幸
せ
で
実
り
多
く
、

大
い
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

認
識
い
た
し
ま
し
た
。

地
震
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
河

川
の
氾
濫
な
ど
に
よ
る
自
然
災

害
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
状
況
と
な
っ
て

お
り
、
災
害
リ
ス
ク
は
増
々
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
中
国
地
方

を
俯
瞰
す
る
と
、
緊
急
輸
送
道

路
の
核
と
な
る
高
速
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
山
陰
地
方
を
中

心
に
未
供
用
区
間
が
多
く
存
在

し
て
お
り
、
ま
た
、
一
般
道
の

整
備
も
十
分
と
言
え
る
状
況
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
早

期
整
備
と
機
能
強
化
は
、
災
害

発
生
時
の
住
民
避
難
や
復
旧
活

動
等
、
災
害
に
強
い
国
土
の
構

築
に
資
す
る
の
み
な
ら
ず
、
個

性
あ
る
地
域
・
コ
ン
パ
ク
ト
な

拠
点
を
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

つ
な
ぎ
、
地
域
・
拠
点
の
連
携

を
確
保
す
る
等
、
地
方
の
創
生

に
不
可
欠
な
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
老
朽
化
し
た
社
会
資

本
へ
の
対
応
は
、
道
路
利
用
者

の
命
や
暮
ら
し
を
守
る
観
点
か

ら
も
急
務
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
橋
梁
な
ど
の
道
路

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

熊
本
地
震
、
鳥
取
県
中
部
の
地

震
や
北
海
道
・
東
北
地
方
を
襲

っ
た
台
風
に
よ
り
、
大
き
な
災

害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
あ

ら
た
め
て
、
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ

れ
た
地
域
の
１
日
も
早
い
復
旧

・
復
興
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。中

国
地
方
に
お
い
て
も
、
平

成
26
年
８
月
の
豪
雨
に
よ
り
甚

大
な
被
害
を
被
っ
て
お
り
、
寸

断
さ
れ
た
交
通
網
が
、
周
辺
道

路
に
お
い
て
渋
滞
を
発
生
さ

せ
、
災
害
物
資
の
輸
送
な
ど
復

旧
活
動
に
支
障
を
き
た
し
ま
し

た
。
ま
さ
に
道
路
が
必
要
不
可

欠
な
「
命
の
道
」
で
あ
る
と
再

平
成
29
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

当
会
議
の
運
営
及
び
諸
活
動

に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
ご
ろ
か

ら
格
別
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。近

年
、
東
日
本
大
震
災
を
は

じ
め
、
集
中
豪
雨
や
台
風
等
に

よ
る
痛
ま
し
い
自
然
災
害
が
全

国
各
地
で
相
次
い
で
発
生
し
て

お
り
ま
す
。

大
き
な
負
担
が
掛
か
っ
て
い
る
と
い
う
見

過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
現
実
も
あ
る
。
以

前
の
一
時
期
、
イ
ン
フ
ラ
に
か
か
わ
る
広

報
経
費
の
あ
り
方
が
問
題
と
な
っ
た
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
イ
ン
フ
ラ
ツ
ア
ー
を
継
続

的
に
実
施
す
る
に
は
、
資
金
面
、
体
制
面

で
ま
だ
ま
だ
課
題
も
多
い
と
い
う
の
が
現

場
の
実
感
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
一
過
性
の
も

の
に
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
は
、
更
な
る

安
全
の
確
保
、
展
示
・
説
明
の
一
層
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
、
女
性
参
加
者
が
快
適
に
過

ご
せ
る
よ
う
な
環
境
の
整
備
な
ど
様
々
な

課
題
が
あ
る
。
地
域
に
集
客
の
利
益
を
波

及
さ
せ
る
た
め
の
仕
掛
け
も
、
ま
だ
ま
だ

工
夫
が
必
要
だ
。
施
設
管
理
者
や
旅
行
会

社
な
ど
関
係
者
が
創
意
工
夫
し
て
こ
れ
ら

の
課
題
を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
で
、
参

加
者
、
施
設
管
理
者
、
地
域
の
「
三
方
良

し
」
の
ツ
ア
ー
に
育
て
て
い
き
た
い
も
の

で
あ
る
。

注
意
事
項
の
説
明
を
行
う
必
要
が
あ
る
た

め
、
休
日
等
で
の
受
入
体
制
の
整
備
も
必

要
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
様
々
な
こ
と

に
つ
い
て
、
海
外
の
事
例
な
ど
も
参
考
に

し
な
が
ら
検
討
し
、
一
つ
一
つ
実
施
し
て

い
く
と
い
っ
た
努
力
が
行
わ
れ
た
結
果
、

多
数
の
人
を
集
め
る
ツ
ア
ー
が
成
り
立
っ

て
い
る
。
ま
た
、
近
年
は
海
外
か
ら
の
来

客
も
増
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
外
国

語
（
英
語
、
中
国

語
、
韓
国
語
）
に

よ
る
音
声
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
導
入
し
、
コ
ー
ス
の
案
内
や
注
意

事
項
、
各
ポ
イ
ン
ト
で
の
説
明
な
ど
を
聞

い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
ら

の
取
組
も
あ
っ
て
、
昨
年
は
外
国
人
観
光

客
が
約
２
割
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
あ
る
。

一
方
で
、
イ
ン
フ
ラ
ツ
ア
ー
を
実
施
す

る
た
め
に
は
、
関
係
す
る
機
関
、
職
員
に

こ
の
よ
う
に
良
い
こ
と
ず
く
め
の
イ
ン

フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
人
気
だ
が
、
本
格
的
に

実
施
す
る
に
は
、
安
全
に
見
学
す
る
た
め

の
施
設
の
改
良
や
、
展
示
の
工
夫
、
案
内

に
当
た
る
職
員
の
配
置
な
ど
、
様
々
な
課

題
を
乗
り
越
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

年
間
１
万
人
以
上
の
参
加
者
を
集
め
て

い
る
高
速
道
路
関
係
の
あ
る
ツ
ア
ー
で

は
、
施
設
の
管
理
用
通
路
を
一
般
の
方
に

安
全
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
施

設
面
で
の
安
全
対
策
に
万
全
を
期
す
る
と

と
も
に
、
ツ
ア
ー
参
加
者
全
員
に
安
全
装

備
の
装
着
を
義
務
づ
け
る
た
め
、
装
備
の

調
達
や
保
管
・
装
着
場
所
の
確
保
な
ど
の

対
応
も
行
っ
た
。
ツ
ア
ー
に
は
担
当
職
員

が
同
行
し
て
、
施
設
に
関
す
る
説
明
や
、

設
の
意
義
、
最
先
端
の
建
設
技
術
、
維
持

管
理
の
取
組
と
そ
の
役
割
な
ど
を
学
べ
る

こ
と
も
、
当
然
な
が
ら
魅
力
の
一
つ
だ
ろ

う
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
は
、
地
域
の
歴
史
や
現
状
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
で
も
あ
る
。
ツ
ア
ー
の
メ
ニ
ュ
ー

に
地
域
に
つ
い
て
の
学
び
が
組
み
込
ま
れ

て
い
れ
ば
、
一
般
の
観
光
地
巡
り
と
は
ひ

と
味
違
っ
た
新
た
な

観
光
と
し
て
、
地
域

振
興
の
促
進
に
も
一

役
買
う
こ
と
が
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
。

政
府
が
進
め
る
外
国
人
の
誘
客
の
面
で

も
、
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
柱
の
施
策

の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

イ
ン
フ
ラ
ツ
ア
ー
に
多
数
の
外
国
人
が
参

加
す
れ
ば
、
日
本
の
技
術
力
を
世
界
に
発

信
す
る
こ
と
が
で
き
、
イ
ン
フ
ラ
の
海
外

展
開
へ
の
支
援
の
効
果
も
期
待
で
き
る
で

あ
ろ
う
。

国
土
交
通
省
が
昨
年
、
イ

ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
開
設
し
た
。

こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
ダ
ム
や

砂
防
施
設
、
放
水
路
、
道

路
、
港
湾
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
を
間
近
に
見

学
し
た
り
、
体
験
し
た
り
で
き
る
数
々
の

ツ
ア
ー
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
掲
載
情
報

は
定
期
的
に
更
新
さ
れ
、
旬
な
ツ
ア
ー
の

最
新
情
報
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
開
設
か

ら
１
年
を
経
て
、
掲
載
さ
れ
る
情
報
も
ど

ん
ど
ん
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。

イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
巨
大
な
構

造
物
そ
の
も
の
が
持
つ
圧
倒
的
な
存
在
感

と
い
う
魅
力
に
加
え
、
普
段
は
立
入
禁
止

の
場
所
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
る
プ
レ

ミ
ア
ム
感
や
、
施
設
管
理
の
実
務
に
携
わ

っ
て
い
る
担
当
者
か
ら
現
場
で
の
苦
労
、

工
夫
、
感
動
な
ど
の
ド
ラ
マ
を
聞
け
る
と

い
う
特
別
な
経
験
も
魅
力
と
な
っ
て
、
人

気
が
高
ま
っ
て
い
る
。
見
学
し
て
い
る
施

広島県議会議員

檜山俊宏

福井県大野市長

岡田高大

中
国
地
区
道
路
利
用
者
会
議
会
長

近
畿
地
区
道
路
利
用
者
会
議
会
長

イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
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